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〈要旨〉本研究の目的は,新人看護師の社会的スキルと技術習得状況の関連性を明らかにすることであ

る。 A病棟に配属となった新人看護師を対象に,社会的スキルの測定尺度である質問紙とA病棟で使用

している技術チェックリストを用いて調査を行った。その結果,社会的スキルの総合得点は, 7月か

ら10月にかけて有意に上昇した。項目別では, 7月から10月にかけて, 6分類のスキルすべての平均

値が上昇した。その中でも,初歩的なスキルと計画のスキルが有意に上昇した。 10月から1月にかけ

ては,初歩的なスキルが低下傾向だった。低下傾向となる時期に,指導者が,新人自身が身につけて

いるスキルをうまく使えるように関わり,指導する必要があると考えた。技術チェックリストは7月

から1月にかけて評価4の割合が上昇し,看護技術は経時的に習得できていた。
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上　はじめに

近年,伝達手段の多様化や核家族化により異

なる世代の人と関わる経験が少なくなるなど,

社会的背景などにより新人職員の社会性の低下

が問題とされている。そのため,金山ら1)青木

ら2)のように,学生の時期に社会的スキルを身

につけるための取り組みが報告されている。当

院では毎年60~90名の新人看護師が採用され,

病棟には4へ6名が配属される。ここ数年現場

で指導する際にも,新人看護師のコミュニケー

ション能力やストレス耐性が低下しているので

はないかと感じることがある。また,看護技術

の習得についても,ひとつの技術が身に付くま

でに時間がかかるようになってきており,多忙

な臨床現場で人材育成を行う際の課題となって

いる。

新人看護師が,働きながら一人前の看護師と

しての知識・技術・態度を身に付けるためには,

先輩看護師の支援が必要である。その際には指

導者とのコミュニケーションが不可欠であり,

技術習得に時間がかかる現状の要因は,社会的

スキルの低下が関連しているのではないかと考

えた。

Ii.研究目的

社会的スキルの習得と技術習得の傾向を明ら

かにすることで,よりよい新人教育を実践する
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ために本研究に取り組んだ。

用語の定義

本研究において,社会的スキルを「対人関係

を円滑に運ぶために役立つスキル」と定義する

川.研究方法

l)調査対象:201Ⅹ年4月一201Ⅹ年4月にA病

棟へ就職した新人看護師10名(23.3土工.19

歳)。

2)調査方法:調査には社会的スキルの測定尺

度である質問紙KiSS-18 (Kikuchi’ s social

SkillScale18項目版)3)4)を用い,年3回(7

月, 10月, l月)実施した。技術習得の状

況は, A病棟で使用している心臓カテーテ

ル検査のチェックリストを用い到達度を4

段階評価(4 :一人でできる　3 :経験し

たが支援が必要　2 :見学のみ　1 :未経

験)した。

3)調査時期:201Ⅹ年7月~201Ⅹ年l月

4)分析方法:技術チェックリストの評価点,

社会的スキル(KiSS-18)総合点, 6分類(初

歩的なスキル,高度なスキル,感情処理の

スキル,攻撃処理のスキル,ストレス処理

のスキル,計画のスキル)について7月,

10月, 1月の平均値を比較した。分析には

JMPを使用し, P<0.05を有意とした。調査

時期は,夜勤開始,緊急入院受け入れや救



命救急センターからの患者受け入れ,不穏

患者や急性期の重症患者の受け持ちを目標

としている時期に設定した。

社会的スキルを包含し簡略化すると,
・対人関係を円滑にするため,挨拶や話をする

ことができる初歩的なスキル
・他人に上手に手伝ってもらったり,仕事の指

示を与えたり,謝ったりする高度なスキル
・相手の気持ちを知ったり自分の心の動きに注

意が向いたりする,対人関係を円滑にする感

情処理のスキル
・相手を攻撃したいという気持ちになったりす

るときに,対人関係を保っていくのに必要な

攻撃に代わるスキル
・対人関係に伴うストレスによって相手との関

係を悪くしないためのストレスを処理するス

キル

・相手と協力して仕事を進めるための計画のス

キル

の6分類となっている。なお,尺度の使用に当

たっては開発者から許可を得た。

iV.倫理的配慮

質問紙調査ではあるが,病棟の新人看護師が

対象となるため,強制力が働かないよう研究の

目的や方法等は文書で説明し,同意が得られた

もののみに実施した。同意が得られた時点で,

個人情報管理者が対象者を匿名化し,番号を振

り分け個人が特定されないようにした。この番

号は個人情報管理者が厳重に保管し, 3回行わ

れるアンケートは無記名のまま割り振られた番

号で取り扱かった。技術チェックリストも同様

に匿名化し,個人情報管理者が質問紙調査の結

果と技術チェックリストの結果を研究者へ提示

し,研究者は結果のみを取り扱った。研究にあ

たり,信州大学医学部医倫理委員会の承認を得

た。

V.結果

調査時期で比較したところ,社会的スキルの

総合得点の平均値は, 7月52.9±7.8点, 10月

58.8±6.5点で,有意に上昇した(図1)。

項目別では, 7月から10月かけて, 6分類の

スキルすべての平均値が上昇した。その中でも,

初歩的なスキルと計画のスキルが有意に上昇し

た。 10月から1月にかけては,感情のスキルと

ストレス処理のスキルはやや上昇し,攻撃のス

キルと計画のスキルはやや低下,初歩的なスキ

ルが低下する傾向であった(図2)。

技術チェックリストは7月から1月にかけて

評価4の割合が54.9%から77.6%へ上昇した(図

3)。

V上　考察

菊池)によると,社会的スキルは訓練により

身につけられると言われており,入職後,多く

の人と関わり,様々な経験を重ねることで,新

人看護師の社会的スキルは経時的に上昇したと

推測される。その中でも,初歩的なスキルは対

人関係の基本となるスキルであり,入職後,対

人関係が構築されたことで有意に上昇したと考

える。また,計画のスキルは,夜勤導入により

多くの患者を受け持ち,限られたスタッフで対

応しなければいけない状況を経験する中で,他

者と協力して仕事を進めることができるように

*p=0.016

与8.8　　　　　　　　　　58

与之.9

曲
7月　　　　　　　　10日　　　　　　　　工月

図1社会的スキル　総合得点の平均値

図2　社会的スキル　項目別の平均値

7月　　　　　　　　　10月　　　　　　　　　1月

図3　技術チェックリスト　評価4(-人でできる)の場合
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なったことが要因で上昇したと考える。
一方で, 10月から1月にかけては,初歩的な

スキルが低下する傾向であった。 10月から1月

は,重症患者の受け持ちが開始される時期であ

り,多職種との関わりが増えたり,重症患者と

のコミュニケーションの取り方がわからなかっ

たりすることが要因ではないかと推測される。

それまでの経験によりスキルを身につけていて

も,対象者が変わることで,身につけたスキル

を状況に合わせて使ったり,他のスキルと組み

合わせて使ったりすることができず低下する傾

向となったのではないかと考える。

菊池3)によると,社会的スキルは具体的な状

況に合わせたスキルであり,実際に行動し,評

価されたりまねをしたりすることで身につけら

れるといわれている。そのことから,看護実践

の中で社会的スキルを身につける方法のひとつ

としてパートナーラウンドがあると考える。指

導者は,パートナーラウンドの中で,新人看護

師自身が身につけているスキルをうまく使える

ように関わり,状況に合わせてどのように行動

したらよいか指導し経験させる必要がある。そ

れにより,新人看護師の社会的スキル習得に繋

がると考える。

技術チェックリストは7月から1月にかけて

評価4の割合が54.9%から77.6%へ上昇した。増

原ら5)は,看護実践能力は経時的に順次高まる

傾向があり,臨床経験の積み重ねにより高まる

と言っており,本研究でも技術は段階的に習得

できていると考えられる。

今回の調査では,対象者が少なく一病棟にお

ける調査であるため,一般化するには限界があ

る。高島ら6)によると,新人看護師の社会的ス

キルは就労後6ヶ月までは低下し12ヶ月後に

なって上昇する傾向があり, 6ヶ月以降では社

会的スキルと看護実践能力との関連が強くなる

こと,および個人差が拡大することが指摘され

ており,社会的スキルを含めた対人関係能力を

含めて看護実践能力の成長を促すことが必要と

言われている。本研究においても,今後対象者

を増やし調査を継続していくことで,社会的ス

キルと技術習得の関連がでてくる可能性も考え

られる。

Vii.結論

・社会的スキルは, 7月から10月に有意に上昇

する。
・ 10月から1月にかけては初歩的スキルが低下

する傾向にあり,その時点でのサポートが重

要となる。
・技術習得は経時的に上昇する傾向にある。
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